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ドリームティーンズコーナー通信 
 

中高生の皆さんへ 
 

この他にもあるよ！展示コーナーへＧＯ!! 

それは、冬になると現れ、 

人を虜にして抜け出せなくさせる。 

そう、それはこたつ。 

こたつの魔物に取りつかれると、 

暖かさに包まれて、時間が穏やかに過ぎていく・・・ 

せっかくなので、 

普段なら読めないあのミステリーを、 

気になっていたこの推理小説を、 

じっくり・まったり、読んでみませんか？ 

展示図書から一部本を紹介↓↓ 

12 月 1日(金)～1 月 28日(水) 

『人ノ町』    詠坂雄二 

『神様のコドモ』 山田悠介 

『図書室のピーナッツ』 竹内真 

『謎の放課後 学校の七不思議』 

相沢沙呼 他 

『薫大将と匂の宮』 岡田鯱彦 

『匣の中の失楽』  竹本健治 

『少年検閲官』 北山猛邦 

『漆黒の王子』 初野晴 

『病弱探偵 謎は彼女の特効薬』 

岡崎琢磨 

『スクールポリス』 佐々木充郭 

『バスを待つ男』 西村健 

『点と線』    松本清張 
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新着ピックアップ 
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「ドリームティーンズコーナー」の 

ホームページも見てネ！ 

新しく入った本はこのほかにもあるよ！ 

『きみのために青く光る』似鳥鶏/著 

『昆虫こわい』丸山宗利/著 

『遺跡発掘師は笑わない 7』桑原水菜/著 

『クリエイターのハローワーク』ビーコムプラス/著 

『新可笑しな家 世界の奇想天外ハウス５０軒』 

 黒崎敏、ビーチテラス／編著 

『机の前に貼る一行』 ひきたよしあき  朝日学生新聞社 

「動けば、叶う」「懸命に、そしてゆっくりと」「要するに、大したことじゃない」「これでいいのだ」etc. 

机の前に貼って励みにしよう！ 

 

『戦争をよむ 70 冊の小説案内』 中川成美  岩波書店 

戦争のことを知りたい、でも、歴史の本やノンフィクションはちょっと…という人に。 

 

『ざんねんな偉人伝 それでも愛すべき人々』 真山知幸  学研プラス 

エジソンもリンカーンも夏目漱石もナポレオンも、みーんなどこか「ざんねんな」人だった。大天

才も大政治家も、やっぱり「ヒト」だったのね。 

 

『イラストで学ぶスタディスキル図鑑 自ら学習する力をつける』 ヴォーダマンほか  創元社 

学習のコツをわかりやすく図示。モチベーションを高めよう！ 

 

『住宅街・団地・商店街 ドローン鳥瞰写真集』 小林哲朗  玄光社 

「鳥瞰（ちょうかん）」とは鳥の眼で見ること。空の上から眺める町や家は、意外な顔を見せる。 

 

『教養としての１０年代アニメ』 町口哲生  ポプラ社 

ぼくらの時代の、ぼくらのアニメ。これからは、この作品が古典になる！ 


